
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘す
るものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想で
あり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完
全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者お
よび許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2014年09月16日【ウィークリー No.327】先週のマーケットの振り返り（2014/9/8-9/12） 
2014年09月11日【デイリー No.1,950】為替市場の最近の動向  

■日経平均株価は本日9月19日、安倍政権成立後
の高値を更新しました。終値は1万6,321.17円と
2013年の高値（12月30日）である1万6,291.31円
を上回りました。 

■株価上昇の背景は、順調な米国景気の拡大で
米国株の高値更新が続いていることに加え、米
国金利の上昇期待から、1ドル＝109円台へ円
安・ドル高が進行したことなどが挙げられます。 

日経平均株価、安倍政権成立後高値を更新 

2014年9月19日 

（No.1,955）〈マーケットレポートNo.3,789〉 

日本株の最近の動向 

■1ドル＝109円台まで円安が進行したのは2008年
8月以来約6年ぶりのことです。当時はリーマン・
ショック（2008年9月）直前で、米国景気の先行き
不安が一時的に後退した時期でもありました。 

■当時は一時110円台半ばまでドルが買われまし
た。ドル・円相場は、9月8日に昨年来のドル高値
である106円台へ上昇してから、110円台まで相
場の節目がない状況にあります。 

■円安・ドル高が進行すると、企業業績が押し上げ
られる期待が高まります。2014年度の主要企業
（金融除く）の業績は前年度比＋7％程度の経常
増益と予想されます（三井住友アセットマネジメ
ントによる）が、円安進行で、製造業を中心に利
益が上積みされる余地が出てきます。ドル・円相
場が100円台後半で定着すると、増益率が10％
を超える可能性も出てくると思われます。 

順調な米国景気受け大幅高 

米金利上昇期待から円安進行 

6年ぶりの円安水準 

110円台まで節目なし 

業績改善期待で割安感強まる可能性も 

（注）データの期間は2006年1月から2014年9月（19日）まで日次。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

■企業業績見通しが上方修正されると、その分株
価の割安感が強まります。TOPIXで見た予想
PER（向こう12カ月間ベース）は、9月18日時点で
13.9倍です。これは、米国のS&P500指数の15.6
倍、欧州のストックス600指数の14.3倍と比べても
低いことに加え、業績見通しが上方修正されれ
ばさらに低下し、割安感が強まることで、上昇余
地が拡大することが期待されます。 
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日経平均株価とドル・円相場
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http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1239507_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/lastweek/1239612_1971.html

